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【国際特許分類】
   Ｇ１１Ｂ   7/125    (2006.01)
   Ｇ１１Ｂ   7/085    (2006.01)
【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成23年7月29日(2011.7.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の記録層と前記第１の記録層とは異なる第２の記録層とを少なくとも有する多層光
ディスクに対して、情報の記録又は再生が可能な光ディスク装置であって、
　前記光ディスク装置は、
　レーザー光源と、
　前記レーザー光源から出射される光ビームを光ディスク上へ微小スポットに収束する対
物レンズを含む集光光学系と、前記光ディスクで反射した光ビームを受光する光検出器と
、前記集光光学系の収差を変更する収差補正光学系とを有する光ピックアップと、
　少なくとも前記集光光学系と前記収差補正光学系を制御する制御回路と、
　を具備し、
　前記光ビームの微小スポットの位置が、前記第１の記録層から前記第２の記録層へ移動
し終わる前に、前記収差補正光学系が球面収差補正量の変更を開始し、
　前記球面収差補正量の変更量は、第１の記録層と第２の記録層の間の中間層厚に起因す
る球面収差量よりも小さいことを特徴とする光ディスク装置。
【請求項２】
　前記微小スポットの位置が、前記第１の記録層から前記第２の記録層へ向けて移動を開
始する前に、前記収差補正光学系が球面収差補正量の変更を開始することを特徴とする請
求項１記載の光ディスク装置。
【請求項３】
　収差補正光学系が球面収差補正量の変更を終了した後に、前記微小スポットの焦点位置
を、前記第１の記録層から前記第２の記録層への移動を開始することを特徴とする請求項
２記載の光ディスク装置。
【請求項４】
　前記微小スポットの焦点位置が、前記第１の記録層から前記第２の記録層への移動途中
に、収差補正光学系が球面収差補正量の変更を終了することを特徴とする請求項２又は４
記載の光ディスク装置。
【請求項５】
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　前記球面収差補正量の変更量は、前記第１の記録層と前記第２の記録層の間の標準的な
中間層厚の約半分に対応する球面収差補正量であること特徴とする請求項１～４のいずれ
か一項に記載の光ディスク装置。
【請求項６】
　前記球面収差補正量の変更量は、前記多層光ディスクの中間層の約半分に合わせて決定
されており、前記変更量は、光ディスク装置に光ディスクを挿入した際あるいは光ディス
ク装置の電源を入れたときに予め学習して決定されることを特徴とする請求項１～５のい
ずれか一項に記載の光ディスク装置。
【請求項７】
　前記制御回路は、前記光ビームの微小スポットの位置が、前記第１の記録層から前記第
２の記録層へ移動し終わる前に、前記収差補正光学系によって球面収差補正量の変更を開
始させることを特徴とする請求項１～６のいずれか一項に記載の光ディスク装置。
【請求項８】
　レーザー光源と、前記レーザー光源から出射される光ビームを受け光ディスク上へ微小
スポットに収束する集光光学系と、前記光ディスクで反射した光ビームを受け光量に応じ
て電気信号を出力する光検出器と、前記集光光学系の収差を制御する収差補正光学系とを
有する光ピックアップと、前記光ディスクを回転するモーターと、前記収差補正光学系を
制御する制御回路を具備する光ディスク装置であって、
　複数の記録層を持つ多層光ディスクに対して記録または情報再生を行い、
　前記微小スポットの焦点位置を、前記複数の記録層のうち第１の記録層から、第２の記
録層へ移動し終わる前に、球面収差補正量を前記収差補正光学系によって変更開始し、
　球面収差補正量の変更が完了するより前に、前記微小スポットの焦点位置を、前記複数
の記録層のうち第１の記録層から、第２の記録層へ移動し終わる
ことを特徴とする光ディスク装置。
【請求項９】
　微小スポットの焦点位置を、複数の記録層間のうち第１の記録層から、第２の記録層へ
移動し始める前に、球面収差補正量を収差補正光学系によって変更開始することを特徴と
する請求項８記載の光ディスク装置。
【請求項１０】
　球面収差補正量の変更量を第１の記録層と第２の記録層の間の標準的な中間層厚に合わ
せて決めることを特徴とする請求項８又は９記載の光ディスク装置。
【請求項１１】
　層間ジャンプに際して行う球面収差補正量の変更量を、光ディスク装置に光ディスクを
挿入した際あるいは光ディスク装置の電源を入れたときに、予め学習しておいた層間厚に
合わせることを特徴とする請求項８又は９記載の光ディスク装置。
【請求項１２】
　第１の記録層と前記第１の記録層とは異なる第２の記録層とを少なくとも有する多層光
ディスクに対して、情報の記録又は再生が可能な光ディスク装置であって、
　前記光ディスク装置は、
　レーザー光源と、
　前記レーザー光源から出射される光ビームを受け光ディスク上へ微小スポットに収束す
る対物レンズを含む集光光学系と、前記光ディスクで反射した光ビームを受け光量に応じ
て電気信号を出力する光検出器と、前記集光光学系の収差を変更する収差補正光学系とを
有する光ピックアップと、
　少なくとも前記集光光学系と前記収差補正光学系を制御する制御回路と、
　を具備し、
　前記微小スポットの焦点位置を、前記第１の記録層から前記第２の記録層へ移動し終わ
る前に、前記収差補正光学系によって球面収差補正量を所定量変更する変更動作を開始し
、
　前記球面収差補正量の変更量が前記所定量に達する時に、前記微小スポットの焦点位置
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が前記第２の記録層上に存在することを特徴とする光ディスク装置。
【請求項１３】
　球面収差補正量の変更量を前記第１の記録層と前記第２の記録層の間の標準的な中間層
厚に合わせて決めることを特徴とする請求項１２に記載の光ディスク装置。
【請求項１４】
　球面収差補正量の変更量を、光ディスク装置に光ディスクを挿入した際あるいは光ディ
スク装置の電源を入れたときに、予め学習しておいた前記第１の記録層と前記第２の記録
層の間の中間層間厚に合わせることを特徴とする請求項１２又は１３記載の光ディスク装
置。
【請求項１５】
　前記制御回路は、前記光ビームの微小スポットの位置が、前記第１の記録層から前記第
２の記録層へ移動し終わる前に、前記収差補正光学系によって球面収差補正量の変更を開
始させることを特徴とする請求項１２～１４のいずれか一項に記載の光ディスク装置。
【請求項１６】
　請求項１～１５のいずれか一項に記載の光ディスク装置と、
　情報を入力するための入力装置あるいは入力端子と、
　前記入力装置から入力された情報や前記光ディスク装置から再生された情報に基づいて
演算を行う演算装置と、
　前記入力装置から入力された情報や前記光ディスク装置から再生された情報や、前記演
算装置によって演算された結果を表示あるいは出力するための出力装置あるいは出力端子
を備えたコンピュータ。
【請求項１７】
　請求項１～１５のいずれか一項に記載の光ディスク装置と、
　前記光ディスク装置から得られる情報信号を画像に変換する情報から画像への変換装置
を有する光ディスクプレーヤー。
【請求項１８】
　請求項１～１５のいずれか一項に記載の光ディスク装置と、
　画像情報を前記光ディスク装置によって記録する情報に変換する画像から情報への変換
装置を有する光ディスクレコーダー。
【請求項１９】
　レーザー光源と、前記レーザー光源から出射される光ビームを受け光ディスク上へ微小
スポットに収束する集光光学系と、前記光ディスクで反射した光ビームを受け光量に応じ
て電気信号を出力する光検出器と、前記集光光学系の収差を制御する収差補正光学系とを
有する光ピックアップと、前記光ディスクを回転するモーターと、前記光ピックアップか
ら得られる信号を受け、前記信号に基づいて前記モーターや対物レンズや前記収差補正光
学系や前記レーザー光源を制御および駆動する制御回路を具備する請求項１～１５のいず
れか一項に記載の光ディスク装置と、
　無線入出力端子を備えた光ディスクサーバー。
【請求項２０】
　レーザー光源と、前記レーザー光源から出射される光ビームを受け光ディスク上へ微小
スポットに収束する集光光学系と、前記光ディスクで反射した光ビームを受け光量に応じ
て電気信号を出力する光検出器と、前記集光光学系の収差を制御する収差補正光学系とを
有する光ピックアップと、前記光ディスクを回転するモーターと、前記収差補正光学系を
制御する制御回路を具備する光ディスク装置の情報記録・再生方法であって、
　複数の記録層を持つ多層光ディスクに対して情報記録または情報再生を行い、前記微小
スポットの焦点位置を、前記複数の記録層のうち第１の記録層から、第２の記録層へ移動
し終わる前に、球面収差補正量を前記収差補正光学系によって変更開始し、
　前記球面収差補正量の変更量は、第１の記録層と第２の記録層の間の中間層厚に起因す
る球面収差量よりも小さな量であることを特徴とする光ディスク装置の情報記録・再生方
法。
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【請求項２１】
　レーザー光源と、前記レーザー光源から出射される光ビームを受け光ディスク上へ微小
スポットに収束する対物レンズを含む集光光学系と、前記光ディスクで反射した光ビーム
を受け光量に応じて電気信号を出力する光検出器と、前記集光光学系の収差を制御する収
差補正光学系とを有する光ピックアップと、少なくとも前記集光光学系と前記収差補正光
学系を制御する制御回路を具備する光ディスク装置の情報記録・再生方法であって、
　第１の記録層と前記第１の記録層とは異なる第２の記録層とを少なくとも有する多層光
ディスクに対して情報記録または情報再生を行い、前記光ビームの微小スポットの位置が
、前記第１の記録層から前記第２の記録層へ移動し終わる前に、前記収差補正光学系が球
面収差補正量の変更を開始し、
　前記球面収差補正量の変更量は、第１の記録層と第２の記録層の間の中間層厚に起因す
る球面収差量よりも小さいことを特徴とする光ディスク装置の情報記録・再生方法。
【請求項２２】
　レーザー光源と、前記レーザー光源から出射される光ビームを受け光ディスク上へ微小
スポットに収束する集光光学系と、前記光ディスクで反射した光ビームを受け光量に応じ
て電気信号を出力する光検出器と、前記集光光学系の収差を制御する収差補正光学系とを
有する光ピックアップと、前記光ディスクを回転するモーターと、前記収差補正光学系を
制御する制御回路を具備する光ディスク装置の情報記録・再生方法であって、
　複数の記録層を持つ多層光ディスクに対して情報記録または情報再生を行い、
　前記微小スポットの焦点位置を、前記複数の記録層のうち第１の記録層から、第２の記
録層へ移動し終わる前に、球面収差補正量を前記収差補正光学系によって変更開始し、
　球面収差補正量の変更が完了するより前に、前記微小スポットの焦点位置を、前記複数
の記録層のうち第１の記録層から、第２の記録層へ移動し終わる
　ことを特徴とする光ディスク装置の情報記録・再生方法。
【請求項２３】
　レーザー光源と、前記レーザー光源から出射される光ビームを受け光ディスク上へ微小
スポットに収束する対物レンズを含む集光光学系と、前記光ディスクで反射した光ビーム
を受け光量に応じて電気信号を出力する光検出器と、前記集光光学系の収差を変更する収
差補正光学系とを有する光ピックアップと、前記光ディスクを回転するモーターと、前記
収差補正光学系を制御する制御回路を具備する光ディスク装置の情報記録又は再生方法で
あって、
　第１の記録層と前記第１の記録層とは異なる第２の記録層とを少なくとも有する多層光
ディスクに対して情報記録または情報再生を行い、
　前記微小スポットの焦点位置を、前記第１の記録層から前記第２の記録層へ移動し終わ
る前に、前記収差補正光学系によって球面収差補正量を所定量変更する変更動作を開始し
、
　前記球面収差補正量の変更量が前記所定量に達する時に、前記微小スポットの焦点位置
が、前記第２の記録層上に存在することを特徴とする光ディスク装置の情報記録又は再生
方法。
【請求項２４】
　複数の記録層を持つ多層光ディスクに対して情報記録または情報再生を行う光ディスク
装置を制御する制御回路であって、
　前記光ディスク装置は、レーザー光源と、前記レーザー光源から出射される光ビームを
受け光ディスク上へ微小スポットに収束する集光光学系と、前記光ディスクで反射した光
ビームを受け光量に応じて電気信号を出力する光検出器と、前記集光光学系の収差を制御
する収差補正光学系とを有する光ピックアップと、前記光ディスクを回転するモーターと
、を有し、
　前記制御回路は、前記微小スポットの焦点位置を、前記複数の記録層のうち第１の記録
層から、第２の記録層へ移動し終わる前に、球面収差補正量を前記収差補正光学系によっ
て変更開始し、
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　前記球面収差補正量の変更量は、第１の記録層と第２の記録層の間の中間層厚に起因す
る球面収差量よりも小さな量であることを特徴とする制御回路。
【請求項２５】
　第１の記録層と前記第１の記録層とは異なる第２の記録層とを少なくとも有する多層光
ディスクに対して情報記録または情報再生を行う光ディスク装置を制御する制御回路であ
って、
　前記光ディスク装置は、レーザー光源と、前記レーザー光源から出射される光ビームを
受け光ディスク上へ微小スポットに収束する対物レンズを含む集光光学系と、前記光ディ
スクで反射した光ビームを受け光量に応じて電気信号を出力する光検出器と、前記集光光
学系の収差を制御する収差補正光学系とを有する光ピックアップと、を有し、
　前記制御回路は、前記光ビームの微小スポットの位置が、前記第１の記録層から前記第
２の記録層へ移動し終わる前に、前記収差補正光学系が球面収差補正量の変更を開始し、
　前記球面収差補正量の変更量は、第１の記録層と第２の記録層の間の中間層厚に起因す
る球面収差量よりも小さいことを特徴とする制御回路。
【請求項２６】
　複数の記録層を持つ多層光ディスクに対して情報記録または情報再生を行う光ディスク
装置を制御する制御回路であって、
　前記光ディスク装置は、レーザー光源と、前記レーザー光源から出射される光ビームを
受け光ディスク上へ微小スポットに収束する集光光学系と、前記光ディスクで反射した光
ビームを受け光量に応じて電気信号を出力する光検出器と、前記集光光学系の収差を制御
する収差補正光学系とを有する光ピックアップと、前記光ディスクを回転するモーターと
、を有し、
　前記制御回路は、前記微小スポットの焦点位置を、前記複数の記録層のうち第１の記録
層から、第２の記録層へ移動し終わる前に、球面収差補正量を前記収差補正光学系によっ
て変更開始し、
　球面収差補正量の変更が完了するより前に、前記微小スポットの焦点位置を、前記複数
の記録層のうち第１の記録層から、第２の記録層へ移動し終わる
　ことを特徴とする制御回路。
【請求項２７】
　第１の記録層と前記第１の記録層とは異なる第２の記録層とを少なくとも有する多層光
ディスクに対して情報記録または情報再生を行う光ディスク装置を制御する制御回路であ
って、
　前記光ディスク装置は、レーザー光源と、前記レーザー光源から出射される光ビームを
受け光ディスク上へ微小スポットに収束する対物レンズを含む集光光学系と、前記光ディ
スクで反射した光ビームを受け光量に応じて電気信号を出力する光検出器と、前記集光光
学系の収差を変更する収差補正光学系とを有する光ピックアップと、前記光ディスクを回
転するモーターと、を有し、
　前記制御回路は、前記微小スポットの焦点位置を、前記第１の記録層から前記第２の記
録層へ移動し終わる前に、前記収差補正光学系によって球面収差補正量を所定量変更する
変更動作を開始し、
　前記球面収差補正量の変更量が前記所定量に達する時に、前記微小スポットの焦点位置
が、前記第２の記録層上に存在することを特徴とする制御回路。
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